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1．はじめに
　本研究のテーマとしてこの地域における
「景観色調査」を始めるにあたり，あらかじめ
いくつかの思い切った仮説を構築出来ないだ
ろうか。研究初年度は，これらの仮説を構築
するための，具体的な手順や方法論を検討す
るために基礎的な情報整理を行っている。そ
の上で現地調査シミュレーションを実施して
いる。
　政令指定都市となり地域最大の広域を誇る
浜松市を中心として，東三河，遠州，南信州
で構成される三遠南信地域における風土の特
徴を「色彩」の観点からデータを収集し分析
を行う。そして収集された「色彩＝画像デー
タ」から，地域全体の特色を「景観色」とし
て抽出することを狙いとしている。
　同時に「イメージ調査」を行い，それぞれ
の地域から受ける印象を客観的な「イメージ」
として把握する。その「景観色」と「イメー
ジ」の関連性を研究することを主たる目的と
している。初年度の研究テーマは，そのため
の分析手法研究と進める手順を具体的に考察
している。
2．地域の特徴
　徳川家康が生まれ育ったのが「岡崎城」で
あり，その後三河を統一，移ったのが遠州「浜
松城」である。途中の江戸暮らしを挟んで75
歳で亡くなるまで過ごした「駿府城」である。
東海道をそのまま東西に移動したことになる。
まさしくこの三遠南信地域をバックボーンと
して長く活躍し，地域全体に多大なる影響を
与えた人物である。
　その後の長期政権を支えた政策の一つであ
る参勤交代制度。1635年から始まったこの
制度のお陰で，特に東海道は，宿駅の整備と
経済的な発展につながり，京文化や江戸文化
が，東西ラインを中心として地方へと伝わる。
今でもお茶，酒，和菓子，加工食品，干物，果
物，下駄などの履物，浴衣などの綿織物など
旅人が現地調達される産業が，それなりに地
域それぞれに発達して来た理由ではないだろ
うか。この地域における東西ラインの構成を
支える所以と思われる。しかし，南北の交流
は，それぞれ厳しい山越えとなり，当時から
極端に少なかったと思われる。そのために昔
からの伝統的な習慣や行事が，南北ラインで
残されてきた理由と推測される。
　梅や桜の開花は，房総や紀伊半島や南九州
と同じくらい，かなり早い時期から始まる。日
照時間も年平均で見ると，浜松の2156時間
は国内で最長クラスを記録しているが，年平
均気温は20.2度とほどほどである。逆に降
水量は，それほど多くはないが，決して少な
い方でもない。　この気象数値が示すように，
温暖で過ごしやすい気候が暮らしやすさを支
えている。
　日本の中央に位置する地理的な条件を生か
しながら地域資源の有効な活用を図るために，
具体的に何が必要なのか。豊かな自然環境の
保全に十分に配慮しながらも，次々と人工的
な構造物を作り続ける現状を考えるならば，
景観全体のバランスを図り，誘導するイメー
ジとして，あるいはコンセンサスを図るため
A Report of Landscape color and Image in SAN-EN-NANSHIN
　この研究は，三遠南信と呼ばれる広域連携地域における景観のあり方を色彩の観点から探るための手法開
発を目的としている。調査研究の大きなテーマは「景観色」から「地域らしさ」をイメージとして抽出する
事である。さらにイメージ調査手法を活用して，イメージ言語から地域の特徴を抽出し，その上で景観写真
の色分析結果と比較検討することが出来ないだろうか。そのための研究プロセスの検討と分析手法の開発を
目指している。
The San-en-nanshin area is mutual relationship in the prefecture Shizuoka and Aichi and Nagano.The
following thesis is the research report on landscape color in the San-en-nanshin area.The objective is extract
typical in this area from landscape photographs and image research.I report in this step what is it possible in
the color analysis by landscape and image.
宮内　博実 Hiromi MIYAUCHI
デザイン学部メディア造形学科 Department of Art and Science,Faculty of Design
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の「指針」が必要と思われる。
　それぞれの地域の特性を育んで来た南北ラ
インを構成している天竜川，豊川，飯田線沿
いの歴史や文化の基盤を残しながら，全面積
の4割を占める森林資源の保全を含めた「自
然環境」を重視することは当然のことと思わ
れる。そのためには，何を残し，どの部分を
どのようなイメージに作り替えるのか。しか
も徐々に変化する景観全体をどのような基準
で維持保全するのかが，これからすすめられ
る研究の大きなテーマとしている。
3．景観色とイメージ
　誰もが，素直にその美しい景観に接して感
動し，何度も訪ねてみたいと思う。いつか住
んでみたいと思わせるるようなバランスが取
れた「景観形成」を目指すためには何をどの
ように考えたら良いのだろうか。そのために
そこに暮らす住民の具体的なコンセンサスを
図るための材料を提供する「ソフト技術」や，
客観的な手法に基づいた「景観イメージ」=地
域景観色の収集が求められる。
　単なる住民の好き嫌いだけの多数決か，行
政側からの一方的な権威で押し切るかでもな
い。かなり先を見据えた将来構想を練るため
の基礎的なデータベースとしても，「景観イ
メージ」のあり方を研究することが必要であ
る。
　そこで本研究では，この地域における「景
観色」とは何かを具体的に考えてみたい。地
域の環境全体から何となくその「イメージ」に
相応しい「らしさ」として印象づけられた視
覚的な「残像」を，色とイメージから抽出さ
れる集合体＝「カラーイメージ」として置き
換えて導き出せないか，色の使い方やガイド
ラインの研究を計画している。
　ここでの「景観色」とは，環境構成物が相
互に関係しながら，かなり「簡略化」や「抽
象化」された状態を配色で示すことである。そ
して見る側の記憶に残る感性的な印象や雰囲
気が「全体配色」として統合された状況とし
ている。
　たかが色であるが，されど視覚的な要素の
中でもっとも大きなウエイトを占める。しか
も，色本来の特徴として構造物のコストには
ほとんど関係なく，それなりに自由に設定出
来るメリットを持ち合わせる。そのために本
研究で抽出された「景観色」を，「カラーイメー
ジ」として収集分析することとしている。そ
こで分析された結果を，その「地域らしさ」で
ありかつ「景観イメージ」として提示するこ
とを狙いとしている。
4．地域カラーイメージの構成要素
　「地域らしさ」とは，はたしてどこで誰が何
時どのように感じるのか。一方では「全体の
印象」とも受け取られるが，片方ではディテー
ルの「共通性」でもある。そもそも地域自体
は，様々な構成要素の集合体であり，長年に
わたって徐々に培われた普遍的な印象（イ
メージ）の産物である。ここでの地域らしさ
の「印象」を構成する重要な要素として「色」
を取り上げ，その成立条件を推測している。
　色から滲み出て来た「地域らしさ」を視覚
的な「カラーイメージ」として言い換えてい
る。そこでこのカラーイメージを地域共通の
「デザインコンセプト」の一部と置き換え，地
域における特徴のある景観形成や商品開発な
どの具体的な展開につなげられる根幹として
とらえている。
　「地域らしさ」の成立条件をこれまでの経験
則から導き出された結論は，大きく3つに分
類される。自然環境，遺産伝統，気質人間性
であり，（図 -1参照）そこでの「暮らし」そ
のものであり生活環境が相互に関連しながら
成立していると予想される。
　
●自然や環境
　風景、山並、河川，樹木、草花、空と水、気
候変化、日照時間、湿度と風、土や石、植物
の緑の　変化など人間が作り出せない環境全
体を示しめす。
●遺産や伝統
　日常生活道具、公共建造物、大型構造物、住
まい、道路や橋、街並、都市全体、景観など
これまでのそこに暮らしてきた人達が作り上
げてきた人工的な造形物全体を示す。
●気質や人間性
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　行事、宗教、習慣、しきたり、体型と体質、
祭りや市場、料理や食材、文学や映画、絵画
や彫刻など芸術作品などそこでのソフト的な
要素であり，人間本来の生き方などをしめす。
　地域で暮らす個人の一人一人の感性は，カ
ラーイメージを構成する3つの要素の影響を
受けながら「配色センス」=color imageと
して成立している。多少の違いは見られるが，
大きく地域全体では類似した傾向が見られる。
一般的に言われる「誰もこれまでに見た事が
ない物は表現出来ない」ことが関係している
のではないか。
5．地域と配色センス
　配色センスは個人の生活環境の中から自然
発生的に成立している。視覚的な経験が皮膚
を通して徐々に染み込み、次第に記憶として
刷り込まれている。その結果、一定の配色パ
ターン化されたその人の独特の「パレット」
が形成される。これをを「カラーボキャブラ
リィ」(配色の語彙)と呼んでいる。固有色の組
み合わせだけに限定し，その活用範囲を固定
化する傾向を「カラーボキャブラリィ」とし
ている。その人らしさが成立するの所以であ
る。
　親のセンスをそのまま無条件で受け継ぐ原
体験を中心に、身の回りで毎日見ている環境
からの影響、気候風土の影響、日照時間の長
短、湿度の高低差、空の色、山の形、樹木の
種類や土の色などが，総合的に影響し合って
かなり幼少時から基本的な部分が形成される
と考える。次第にこの3層構造が折り重なっ
て厚くなり、それぞれの眼の前に、あたかも
眼鏡を掛けているようについてくると考えら
れる。当然この層の厚みや深さ、広がり幅が
センスや感性の違いにそのまま反映される。
従ってそれなりに年齢を重ねるほどに固定さ
れると認識すべきである。（図 -2）
　より豊かな環境作りが，そのまま高感度の
住民を育てることに繋がるはずである。そこ
で地域から形成されるデリケートな「カラー
イメージ」を普段から見慣れることで，その
まま素直な感動を生み出すと思われる。
　言い換えると，環境全体のイメージを良く
することは，そこで暮らす人の感性を育てる
ことにつながる。しかし成り行きに任せてい
たのでは地域イメージが自動的に良くなると
は思いにくい。表現の自由と公共のバランス
を図りながら，感性的な要素で一定の方向に
まとめるには，その地域らしい「カラーイ
メージ」のコントロールは欠かせないと思わ
れる。
図 -2
センスの3層フィルター
図 -1
カラーイメージの構成要素
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6．研究計画
　3年間の継続した研究を想定し2007年か
ら2009年までを6つのステップを計画して
いる。大きくは事前の既存文献情報収集から
始め，HP等ネットデータ収集，プレリサー
チ，本調査，景観イメージ分析，最後に今後
の検討課題の整理となる。
　事前情報収集の段階では，これまでに発行
された多くの文献資料や既存データの入手。
各行政団体を中心としたホームページ掲載情
報を入手し，コンテンツの分類整理を行って
いる。さらに地域の特徴を近隣の地域と比較
したうえで，集まった基礎データそれぞれの
情報から関連分析を経て，初期段階での大雑
把な仮説の構築を目的としている。
　次に事前調査（プレリサーチ）として地域
環境色の収集，さらに地域毎の主な施設や構
造物などの画像データの収集を行っている。
　さらに地域イメージを抽出するために
「データベースイメージリサーチ手法」，簡単
な45言語を用いたアンケート方式による個
別面接調査を実施。しかし，今年度の段階で
は，画像データとアンケート結果を簡単に比
較して，その関連性を推測するレベルとして
いる。
　調査候補地点の選定のために，車でいくつ
かのルートをたどり，現地を数回に分けてプ
レ写真取材を実施している。そこで得られた
静止画と動画の両面から取材したデータを，
オリジナル画像色彩分析ソフトで解析。それ
ら結果から「地域らしさ」を推測している。
　かなり広範囲に広がる対象地域全体から，
相応しいモデル地点の選定基準を，あらかじ
め設定する根拠が必要となる。現状の行政分
割にとらわれず，新たな視点から地域の共通
性と異質な部分を導き出すことを狙いとして
いる。
　現地での画像分析の精度を高めるためにも，
この地域の特徴と違いを考察するためには，
仮説として基軸を設定することが必要と思わ
れる。単に太平洋側と山沿いの分類以外に，環
境を特徴づける違いの発見が，この研究の大
きな目的の一つと考えている。全体のバラン
スとそれぞれの地域特性に合わせた両面から
相応しい景観色の抽出よって，活用度の高い
最終提案に繋がるように考えている。（図-3）
7．地域特性を構成する基軸
　  地域特性をもう少し詳しく地理的な条件
から関連づけて考察すると，そこには東西南
北をつなぐいくつかの基軸となる河川と鉄道
が想定される。勿論東西の基軸は言わずと知
れた東海道線である。中でも時速300キロ近
いスピードで走り抜ける東海道新幹線のぞみ
は，この三遠南信地域，掛川から豊橋までの
3つの駅間をおよそ15分たらずで瞬間的に
通過する。しかし，南から北へ同じくらいの
距離を移動するには，高速道路を使っていく
ら急いでも車で3時間弱はかかってしまう。
図3　三遠南信地域の景観色調査手法の研究フローチャート
三遠南信景観色調査研究　第1次報告書
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唯一の列車「飯田線」で豊橋から飯田まで移
動すると，特急で2時間半，各駅だと3時間
半もかかる。当然，行って帰ってくるとほぼ
一日かかってしまう。
　これらの状況から判断して，地域の基軸動
線として南北の天竜川と豊川そして飯田線，
東西の東海道線を分割するラインとして想定
している。
　この地域を代表する天竜川は、長野県の諏
訪湖にその源を発し、南アルプスと中央アル
プスから流れる支川を集めながら伊那谷を流
れ、飯田市の天竜峡より山間部に入り、佐久
間ダムなど発電ダム、天竜市鹿島地先を過ぎ
ると浜松の広い平野を経て遠州灘に注いでい
る流域面積 5 , 0 90 km 2、幹川流路延長
213kmの河川である。流域関係県は，長野，
愛知，静岡県である。まさしくこの三遠南信
地域の背骨のように中央を流れている。上流
の南信州から下流の遠州まで，江戸時代より
建築木材の輸送ルートであった。
　豊川（とよがわ）は、愛知県東部を流れ三
河湾に注ぐ河川。一級水系の本流。平成17年
全国一級河川の水質現況でBOD平均値が全
国20位（162河川中）となるなど全国でも
屈指の清浄な水質の川であり、東三河地域に
おける水瓶ともなっている。宇連川との合流
分以北では寒狭川の別名を持つ。流域の自治
体は，設楽町，新城市，豊川市，豊橋市である。
　飯田線（いいだせん）は愛知県豊橋市の豊
橋駅と長野県上伊那郡辰野町の辰野駅を結ぶ
東海旅客鉄道（JR東海）の鉄道路線（地方交
通線）である。開業・ダム建設輸送・戦時国
有化と、折々の時代の要請の中で愛知県、静
岡県、長野県に跨る険しい山岳地帯を貫き全
通を果たし、現在も東三河・天竜・中南信の
都市農山村を結ぶ、ローカル線の中では最も
長い路線。長野県の上諏訪駅から愛知県の豊
橋駅まで各駅停車で直通する列車もあり、辰
野駅から豊橋駅までは約6時間かかるが、一
度も乗り換えることなく行くことができる。
　もともと直結した4社の私鉄路線（豊川鉄
道・鳳来寺鉄道・三信鉄道・伊那電気鉄道）を
戦時国有化・統合したことで成立した路線で
あり、駅はほぼ開通時の沿線集落ごとに設け
られている。このため駅間距離が旧国鉄の地
方路線としてはとても短いのが特徴で、全長
195.7km中に起終点を含めて実に94の駅
がある。
　それらの平均駅間距離は約2.1kmと大都
市の市街地路線並みであり、また地方鉄道の
簡易な規格で建設されたことから制限速度は
低く、急カーブや急勾配（最急勾配は沢渡駅
～赤木駅間の40％、JRで最大）も多く見ら
れる。東三河から出発して，遠州の西側から
南信州へ向かうルートとして捉えやすい。
(Wikipedia参照)
8．もう一つの基軸として塩の道
　日本列島交通の東西軸である旧東海道や旧
中山道に対し、南北軸の一つである「塩の道」
は 秋葉街道・信州街道及び千国街道・松本街
道などと称されている。この道は古代から黒
曜石の道、中・近世の南北物流の道、戦国武
将の道、信仰の道等、 多くの物産や文化交流
を育んできた重要な生活ルートであった。
　日本各地には、海と山を結ぶ道が次々と開
かれていった。これらは海岸部から生命維持
に欠かせない塩を運んだことから「塩の道」
と称された。その中で最も古く長い塩の道が、
日本海沿岸の糸魚川から北アルプスを縫う千
国街道・松本街道を南下して塩尻に達する
「北塩ルート」と、相良から掛川を経て、秋葉
街道に入り伊那街道を経由する道と南アルプ
スを縫う二つの道に分岐して塩尻に至る「南
塩ルート」で構成される、総行程350kmの
「塩の道」である。このルートは同時に日本列
島のちょうど真ん中。東経138度線上を南北
に走るフォッサマグナは中央構造線に沿って
通じており、地質学的にもきわめて特異な部
分を通過している。
　生活に根ざした道であったために、さまざ
まな歴史的遺構も数多く残されており、現在
では「歴史と文化の道」としての価値もある。
さまざまな伝統行事や、神社仏閣をはじめ常
夜灯・道祖神、宿場などの遺構が、この道を
訪れる人々を迎えてくれる。
出典：日本海・太平洋塩の道会議連絡協議会
制作＠静岡県掛川市
A Report of Landscape color and Image in SAN-EN-NANSHIN
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9．基軸と調査対象範囲の設定
　これまでの既存資料からの検討で，いくつ
かの基軸によって繋がった市町村をもとにし
て調査を実施する予定であるが，それぞれの
地域での疎密の差が大きく，かなり絞り込み
を考えて進めるべきと思われる。これまでの
道路計画中心のつながりよりも，むしろ昔か
らの文化や物の流れをベースに，2本の河川，
ローカルな鉄道を下敷きにしながらカラーイ
メージの連続性として置き直し，調査対象の
範囲を設定する。詳しくは次年度に本調査実
施で改めて検討を重ねる。
10．地域の概要
　全体人口の総計は228万人である。これ
は，ほぼ名古屋市221万人に匹敵する。この
地域全体の面積は，10市10町12村にまた
がる5500km2のとなり，単純に数値で比較
すると愛知県の5155km2（704万人）や千
葉県の5156km2（592万人）上回る面積で
ある。それぞれの市町村の特色を比較するた
めに公開されているホームページから抜粋し
ている。
●東三河地域（5市5町，1村　74万人））
豊橋市（37万人），豊川市（13万人），
蒲郡市（8万人），新城市（5万人），
設楽町(6千人)，東栄町(4.4千人)，
豊根村(1.5千人)，音羽町(8.6千人)，
小坂井町(2万人)，御津町(1.3万人)，
田原市(6万人)
●遠州地域（4市2町114万人）
浜松市(81万人)，磐田市(17万人)，
袋井市(8.2万人)，湖西市(4.4万人)，
森町(2万人)，新居町(1.6万人)
●南信州地域（1市3町，11村40万人）
飯田市(10万人)，松川町(1.4万人)，
高森町(1.3万人)，阿南町(6千人)，
清内路村(6千人)，阿智村(7千人)，
平谷村(688人)，根羽村(1.2千人)，
下條村(4.2千人)，売木村(730人)，
天龍村(2千人)，泰阜村(2千人)，
喬木村(7千人)，豊丘村(7千人)，
大鹿村(1.3千人)
11．連携市町村の主な特徴
東三河地域
豊橋（とよはし）市
　平成11年に中核市に移行し、手筒花火や
鬼祭など伝統的な文化をもつ一方、530（ご
みゼロ）運動発祥の地であるなど、市民活力
による固有の文化が育まれている。また、温
暖な気候に恵まれ、大葉、キャベツ、トマト、
豚などの農畜産物の生産が盛んである。 さら
に、三河港には多くの外国系企業が進出して
おり、特に自動車の輸出入は盛んで国際流通
拠点として今後も成長が見込まれている。
豊川（とよかわ）市
　平成20年1月15日、豊川市と音羽町・御
津町が合併して新しい「豊川市」が生まれた。
豊川市は愛知県の東南部に位置し、市の北部
には本宮山の山ろくが広がり、東部には一級
河川の豊川が流れ、南部は穏やかな三河湾に
面しており、自然環境と温暖な気候に恵まれ、
活力ある産業が育っている。全国的に有名な
豊川稲荷は多くの観光客でにぎわい、東海地
方の総鎮守としての砥鹿神社や、国の天然記
念物の御油の松並木、史跡公園として整備さ
れた三河国分尼寺跡など歴史的観光名所が市
内に点在している。
蒲郡（がまごおり）市
　蒲郡市は、繊維産業や柑橘を中心とする農
業のまちとして、また美しい自然景観や温泉
など多くの観光資源を有した観光地として発
展してきた。最近では「海のまち」蒲郡とし
て、海を最大限に活かす楽しい空間づくりを
進めている。
新城（しんしろ）市
　新城市、鳳来町、作手村が合併して誕生し
た。東三河のほぼ中央に位置し、森林、清流
豊川、植生など自然環境が豊かで、四季折々
の風情が楽しめる。また、日本史上有名な「長
篠・設楽原の戦い（1575年）」の地であり、
桜淵県立自然公園や鳳来寺山をはじめ、数多
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くの名勝・史跡が点在している。
設楽（したら）町
　平成17年10月1日に設楽町と津具村が
合併し、新しい「設楽町」が誕生した。 設楽
町は、愛知県の北東部に位置し、周囲を
1,000m級の山々に囲まれ、総面積の約90
％を山林が占めている。この森林は、生活や
環境に必要な「水」を生み出す水源林として
機能しており、豊川・矢作川・天竜川への水
の供給源となっている。
東栄（とうえい）町
　総面積の約91％が山林・原野で占められ、
標高1,016ｍの明神山を始め、700ｍから
1,000ｍ級の山々が連なっている。天竜川水
系の大千瀬川を主流として、数流が天竜川に
注いでいる。花祭りの伝統と文化を守る豊か
な人情と大自然に対する細やかな愛情のある
町である。
豊根（とよね）村
　豊根村では、間伐材を有効利用した「つみ
きハウス」や「木質ペレット」の製造を行い、
住民による村づくりを進めている。
　また、「短期滞在棟」を始め、茶臼山高原や、
兎鹿嶋温泉により、多くの人に豊根村を知っ
てもらえるよう積極的に進めている。
小坂井（こざかい）町
　小坂井町は面積9.92k㎡と大変コンパクト
な町でありながら、人口は2万人強と人口密
度が高い特徴があり、今年で町制80年目を
迎える。町内には鉄道の駅が3か所あり、道
路は国道1号線151号線が通る交通の便に
恵まれた町である。徳川家の家紋「葵の紋」発
祥ゆかりの地である歴史上の記録があり、毎
年10月には町を挙げた「葵まつり」で賑わ
う。
田原（たはら）市
　黒潮おどる太平洋と波静かな三河湾に面し
た渥美半島に位置し、農業と工業がともに発
展している。また、恋路ヶ浜・太平洋ロング
ビーチをはじめとする美しい海には毎年多く
の人が訪れる。近年は「たはらエコ・ガーデ
ンシティー構想」を基に積極的に環境と共生
するまちづくりに取り組むなど、常に将来を
見つめたまちづくりを進めている。
遠州地域
浜松（はままつ）市
　平成19年4月、全国で16番目の政令指
定都市として、82万市民とともに、新たな一
歩を踏み出した。新たな門出を迎え、すべて
の市民が「ひとつの浜松」としての一体感を
持った暮らしやすい都市を創造を目指してい
る。
磐田（いわた）市
　静岡県西部の天竜川東側に広がる地域で、
平成17年4月1日に1市3町1村が合併し
「新磐田市」となった。製造品出荷額や農業産
出額は県内屈指であり、都市部と農村部が均
衡ある発展を遂げている地域で、Ｊリーグ
「ジュビロ磐田」のホームタウンである。
袋井（ふくろい）市
　袋井市は、温暖な気候のもと県下有数の穀
倉地帯であり、水稲や小麦、温室メロン、お
茶などの栽培も盛んである。
　また、東海道五十三次の27番目「どまん
中」の宿場町として栄え、遠州三山をはじめ
とした歴史・文化的資源、さらには浅羽海岸
などの観光資源にも恵まれている。
湖西（こさい）市
　静岡県の最西端に位置する湖西市は、浜名
湖と遠州灘、湖西連峰などの美しい自然に囲
まれ、自動車、電気機械等関連産業が発展し
ている。発明王・豊田佐吉翁生誕の地であり、
活力ある産業と自然環境との共生をはかりつ
つ、市民が快適に暮らせる、美しい住みよい
まちを目指している。
森（もり）町
　森町は県の西部に位置しており、三方を小
高い緑の山々に囲まれた自然豊かな町である。
歴史ある神社仏閣が数多く点在し遠州の小京
都と呼ばれている。中でも森の石松の墓があ
ることで知られる大洞院や、1450年余りの
歴史を持つ小國神社が有名である。
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新居（あらい）町
　遠州灘と浜名湖、たくましさとやさしさに
囲まれた自然環境に恵まれた町である。 江戸
時代には、東海道では箱根とならび関所が置
かれ、交通の要所として街道文化の発達が見
られる。 歴史ある環境に恵まれた当町は、生
涯を通じて安全で健康で快適な生きがいのあ
る生活を営むことができるまちづくりを目指
している。
南信州地域
飯田（いいだ）市
　飯田市は、日本列島のほぼ中央、南北にの
びる長野県の最南端、南アルプスと中央アル
プスに抱かれ、天竜川が形成した河岸段丘上
に栄えた城下町である。「人も自然も美しく、
輝くまち飯田―環境文化都市をパワーアップ
させる『文化経済自立都市』」の創出をめざし
ている。
松川（まつかわ）町
　松川町は東に南アルプス、西に中央アルプ
スを望み清流と緑に恵まれ、さくらんぼ、ブ
ルーベリー、梅、桃、梨、りんご、柿などフ
ルーツの香りが漂うくだもの栽培が盛んな町
である。
高森（たかもり）町
　長野県の南部、中央アルプスと南アルプス
に囲まれ、天竜川がその間を流れる南信州・伊
那谷、高森町はこの伊那谷の南部、天竜川の
西岸に広がる東西9.1Ｋｍ、南北7.6Ｋｍそ
して面積は45.26平方Ｋｍの果物の美味し
い河岸段丘の町である。
阿南（あなん）町
　阿南町は、南アルプスの麓を流れる天竜川
上流域に位置し、清らかな川の流れと豊かな
緑に囲まれた山紫水明の地である。「人も情
（こころ）も行き交い、ときめくまち」を将来
像に町づくりを進めている。
清内路（せいないじ）村
　長野県西南部に位置し、伊那谷と木曽谷を
結ぶ国道256号線が南北に走る小さな村。葉
たばこの行商を通じて、古くから三河方面と
の交流があり、現在も三河から伝わった花火
製造の技術を駆使した伝統の手づくり花火が
奉納されている。国道沿いにあるおいしい清
水も有名。
阿智（あち）村
　下伊那郡の西南に位置し、西は中央アルプ
スの恵那山を境として岐阜県および木曽郡に
接し、北は清内路村、東は飯田市、下條村、南
は浪合村に接している。恵那山および富士見
台高原から深い谷間をぬって大小の河川が流
れ阿智川となって天竜川に注いでいる。標高
410ｍから2，191ｍまでの山間地に48の
集落が点在している。
平谷（ひらや）村
　平谷村はかつて信州と三河を結ぶ三州街道
の宿場町として栄えた。村の中心部で標高
920ｍあり、清流「矢作川」の最上流に位置
している。人口600人程の長野県下で最も人
口の少ない、美しい自然に囲まれた緑豊かな
中山間地域である。
根羽（ねば）村
　長野県最南端に位置し、愛知県と岐阜県に
接している地域である。本村の基幹産業は林
業で、地元材である根羽スギを活用した根羽
スギ住宅の建設を推進している。
下條（しもじょう）村
　長野県の最南端下伊那郡のほぼ中央に位置
し、飯田市また中央自動車道飯田ICから車で
20分の位置。人口4,200人余の小さな村で
あるが、近年の若者定住施策により出生率も
1.97と全国平均を大きく上回り、注目され
ている。平成12年の合併特例法の改正を経
ても、効率的な行財政運営と住民参加の成果
に鑑みて単独村としての存続を決定し、同
16年に下條村自立宣言を行っている。
売木（うるぎ）村
　売木村は信州の南端に位置し、茶臼山をは
じめ標高千ｍ級の山々に囲まれ、夏は涼しく、
冬厳しい気候の地である。集落は平坦な地が
多く、米や高原野菜の生産が盛んである。温
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泉施設やキャンプ場など観光施設が充実し、
東海中京方面からの交流人口が増えている。
最近では、山野草を食材にした「摘み草の里」
づくりをすすめている。
天龍（てんりゅう）村
　天龍村は、長野県の最南端に位置し、村の
南側は愛知県と静岡県に接しており、村の真
ん中を南北に流れる天竜川と、その支流が造
るV字渓谷の中に集落が点在する「純山村」で
ある。標高もそれほど高くなく、長野県下で
最も温暖な地と言われており、一番早く梅や
桜が開花する。
泰阜（やすおか）村
　長野県の南部、下伊那郡の南東、天竜川の
東側に位置します。居住地の標高は天竜川河
畔の320mから分外山山麓の770mと、標
高差が450mあり、常緑樹と落葉樹が混在
し、植生が豊富で多様な花が楽しめる。気温
は温暖で四季の変化に富み、積雪は少ない。
豊富な自然と住民の素朴さに引かれて首都圏、
中京圏からの交流人口が増加している。
喬木（たかぎ）村
　長野県の南部、飯田市の東側に位置し、明
治8 年に発足以来分村も合併もなく今日に
至っている。果樹、野菜を中心とした農業の
村で、いちごの生産は長野県一。春にはいち
ご狩りに県内外より多くのお客様が訪れる。
また、「大造じいさんとガン」などの作品で知
られる児童文学者椋鳩十の出身地である。
豊丘（とよおか）村
　豊丘村は長野県の南、諏訪湖を源に太平洋
へ流れる天竜川の東に位置する河岸段丘の村
である。村内を貫く幾すじもの清流は、段丘
を刻み起伏に富んだ美しい渓谷をつくり、天
竜川へと注いでいる。村の約80%を占める
森林と肥沃な丘は、四季折々の美しい景観や
豊丘ならではの幸で、訪れる人々を魅了し続
けている。
大鹿（おおしか）村
　長野県の南部、下伊那郡の北東部に位置し
平坦地が極めて少なく地形が急峻で自然豊な
山村である。地質学的に有名な中央構造線が、
赤石・伊那山脈に挟まれて南北に走っている
.
　以上の出典は各市町村のホーメページから
抜粋し，一部修正を加えている。
12. うどんと蕎麦の分布から考える
　仮に食べ物の嗜好性から「地域らしさ」を
考察出来ると想定し，参考事例としてうどん
屋と蕎麦屋の店舗数の比率を調べてみた。し
かもこの地域のどこかで分割線が引けるなら
ば，特性を考察する有効な「ヒント」に繋が
ると思われる。
　NTTの職業別電話帳から，日本を代表する
都市と今回の三遠南信地域のうどん屋と蕎麦
屋の数値を拾ってみると，かなり解り易い分
割ラインが読み取れた。あくまでも飲食店登
録の際の主たる看板メニュウとして解釈して
いる。
　図-4で本州全体を，大雑把に見て北は蕎麦
であり南はうどんとなる。しかし九州だけは，
何故かほぼ半数となっている。北海道や東北，
そして信州は，蕎麦そのものの産地であり，
多くの店舗が存在しても不思議はない。　
四国を中心に同心円が拡がるように中部から
西日本にかけてうどんが分布している。
　さらに細かな違いをこの地域に当てはめて
みると，天竜川以東の「蕎麦ゾーン」と豊川
以西の「うどんゾーン」となることが読み取
れる。さらにこの二つに挟まった浜松から豊
橋は，ほぼ同数となり，東西の文化圏が交
わっていると推測される。しかも北の飯田に
向かって峠を越えた地点から「蕎麦ゾーン」
を明確に示している。
　このことから，料理の味や調味料などの違
いや保存の仕方にそれぞれの「地域らしさ」
が残っていると推測される。行事や伝統，習
慣や習わしを支えている「方言」や「なまり」
も地域同士のつながりを分析するのに役立つ
と思われる。（図 -5）
13. データベースイメージ調査手法
　今回のイメージ調査手法は、5年にわたり
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「色」と「イメージ」の関係を確認するための
いくつかの連想・転移などの実験を行い，心
理統計処理して得られた結果を「感性評価シ
ステム」としてソフト化したものである。色
と言語の関係を造形心理的な観点からの研究、
多くの披験者を対象に調査分析を繰り返し集
積された「感性データベース」を用いたオリ
ジナルノウハウである。宮内・大渕によって
共同開発された「9 イメージ分類調査法 =
WAT-9」と命名している。
　一般的に解りやすく憶えやすいクラスター
数を9と想定、感性評価の「インデックス」と
して9つのキーワード（イメージ語）を均等
に配置している。さらにこの9つのイメージ
にそれぞれ細かな関連イメージワードをそれ
ぞれに13 言語を対応させている。全部で
117言語による「感性分類評価法」として構
築し、パソコン解析ソフトとして開発してい
る。図-6はその基本イメージ9つの位置関係
を示し、左右の対の言語が補助的な意味を示
している。
　WAT-9では，感性評価を出来るだけ直感
で記憶しやすくするために，簡略された9つ
の漢字1文字を、「インデックス」としている。
愛、楽、華、素、趣、格、優、品、理は，そ
れぞれ13個の形容詞のイメージを包括的な
意味としながら，敢えて抽象的な表現にして
うどんと蕎麦の非核分布2
図 -5
うどんと蕎麦の非核分布1
図 -4
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いる。。出来るだけ分析対象を広く、しかもイ
メージ分布からすぐに意味を判読するために、
等間隔、グリッド配置としている。これまで
の経験則から，インデックス一文字の上下に
漢字を付け加える事によって，それぞれイ
メージの広がりや連想性を高めるように設定
されている。
14. 分析手法
　今回は、9つのテーマについて117言語か
らさらに簡略化された「45言語バージョン」
の調査フォーマットを採用している。それぞ
れ相応しい言語を5個選択し、WAT-9 を使
い集計分析を実施している。下図はその分析
出力のサンプルであり、それぞれの調査対象
について被験者の選択総数を演算し，結果を
3色配色の分布と9つの円グラフで，数値に
比例したサイズで示している。
　図-7の見方は、左側に選択イメージ言語の
リスト、中央の座標は選択されたイメージ言
語の位置を示している。中央のグレーサーク
ルは、選択したイメージ言語の相対的な平均
値を示している。　この結果から、直感的な
印象を視覚的な分布からパターンとして読み
取る事が出来る。
　さらに具体的な背景や意味解釈を深めるに
は、いくつかの関連したデータを比較したり、
選択された言語の相互の関連を解りやすい構
造図に置き換えるなどの分析プロセスが必要
になるが，単純にこの出力形式でも十分に
テーマ間の位置が確認出来る。
■調査イメージ言語リスト
繊細な　理知的な　都会的な　気品のある　
格調のある　古典的な　素朴な　風格のある
控えめな　シック　華麗な　装飾的な　
気楽な　メルヘン　スマート　シンプル　
上品な　伝統的な　味わい深い　フェミニン
自然な　可愛い　質素な　気高い　本格的な
優雅な　洗練された　華やかな　活動的な
人工的な　豪華な　風流な　魅惑的な
居心地のよい　肌触りの良い　和やかな　
合理的な　キュート　純真な　渋い　楽しい
淡泊な　陽気な　愛らしい　奥ゆかしい
（45言語　アンケート記載順）
15. 地域イメージ調査概要
　調査対象地域は，三遠南信地域を代表する
都市（浜松市，豊橋市，飯田市）を選び，駅
前周辺の繁華街で個別面接アンケート方式で
それぞれ1日間で実施している。調査フォー
マットはWAT-9による45言語バージョン
を採用。豊橋市，東三河，愛知県，浜松市，遠
州，静岡県，飯田市，南信州，長野県の9テー
マ）としている。一地域30名以上を目安と
して実施し，集計分析を行った結果を次頁に
示している。
　イメージ調査結果をそれぞれ比較すると，
事前の感覚的な理解とそれほど違いがなく，
■9イメージ分類
図 -6
■WAT9分析結果出力サンプル
図 -7
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見やすいイメージ分布が得られた。東三河，遠
州，南信州ともに概ね共通点が見られるが，浜
松だけがかなり違った「都会的」でモダンな
イメージ分布が得られた。しかし，全体では
「素朴」で「自然」な環境，昔からの「伝統」
を残しながら，気楽で「居心地が良い」など
のイメージが共通している。
分析結果の左下の9個の円グラフを比較する
事で違いと広がりが簡単に確認出来る。
静岡県のイメージ
／自然な、素朴な、和やかな、のんびり感
図 -11
遠州のイメージ
／素朴な、伝統的な、自然な、落ち着き
図 -13
浜松市のイメージ／冷静な、都会的な、風格と伝統
図 -12
東三河のイメージ
／素朴、自然な、居心地が良い、昔ながら
図-10
豊橋市のイメージ
／居心地が良い、気楽、和やか、住みやすい
図-9
愛知県のイメージ／伝統的、大都市、派手さ、賑わい
図-8
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心点に対応させながら9つの地域を配置した
のが図 -18となる。
　そこから「三遠南信」のイメージとしての
位置を想定する事が出来た。「愛」と「楽」を
ベースに，そして「素」と「趣」の一部が含
まれるようなゾーンを示している。何となく
遠州と東三河の交差したあたりが基準点と予
想出来るが，あくまでも今回はプレリサーチ
であり，今後の本格的な拡大調査を踏まえて，
同じような傾向になるか確認したい。
　三遠南信とは浜松市がかなり離れたイメー
ジを示しているのが，はたして何を意味する
のか確かめる必要が出てきた。東三河，遠州，
南信州は何故かほぼ類似したイメージとなっ
た。
長野県のイメージ
／自然な、素朴な、伝統的な、穏やか感
図 -14
南信州のイメージ
／素朴な、自然な、伝統的な、住み易さ
図-16
飯田市のイメージ
／伝統的な、和やかな、素朴な、清潔感
図-15
16. イメージ調査のまとめ
　それぞれのイメージ分析の結果から，比較
しやすく出現分布にまとめてプロットすると
右図-17のようになる。さらにそれぞれの中
図-18
図 -17
9地域イメージの配置と三遠南信のポジション
イメージ分布比較
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
112    静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.9　2008
17. 色彩分布自動生成ソフト-Image2
　　HTMX
　これまでに「景観色」を収集する代表的な方
法は，現地でスケッチを行い，色鉛筆などで着
色するか，標準的なカラーチャートを使い，現
地でサンプルと比色しながら記録されたデー
タを集めて分析する方法が主流であった。出現
した色を絵の具等で何とか近似値の再現を試
みるために，多くが視感測色であった。その精
度を上げるには専門的な色彩弁別力や色出し
のトレーニングが必要とされてきた。
　この20年でようやく色彩調査の必要性が理
解されてきたが，その必要性に反して調査研究
のコストダウンが，要望されている。そのため
に簡便で高度なトレーニングを必要としない
景観色分析の手法開発が求められている。
　そこで，札幌市立大学大渕氏と共同でパソコ
ン画面上で，RGBからCMYKへの表示変換を
行い，マンセルシステムを基本とした色相と
トーンによるHTMX（色相とトーンによる
1200色マトリックス表示）を開発している。
これによって画面のマトリックス上をクリッ
クする事で簡単な分布を確認する事が可能に
なった。
Image2assort
　Image2HTMXをベースとして，デジタル
画像をスキャンし，瞬時に色彩分布を自動的
に生成し，出現頻度やアソートを出力するソ
フトの開発を行った結果，Image2assortが
出来上がった。今回の景観色の分析では，現
地での取材写真をはじめ，HPからのダウン
ロード，既存画像資料の分析に活用している。
　分析手順は，最初にデジタル画像を選択し，
分析したいゾーンを囲む。次に分析レベルを
設定すると一瞬でマトリックス上に結果が色
で表示される。さらにその出現頻度順にア
ソートカラーとして単色表示，面積比をスト
ライプやグリッドで表示される。
図-19
HTMX/色相とトーンマトリックス
分析手順　1-画像選択
可垂のゆりの園 -遠州
写真 -1
分析手順　2-取り込み範囲設定
写真 -2
分析手順　4-出現頻度順とアソート抽出
写真 -5
写真 -4
分析手順　3-出現色分析
写真 -3
三遠南信景観色調査研究　第1次報告書
静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.9　2008    113
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
18. HPからの画像収集
　それぞれの市町村ごとに掲載されている代
表的なイメージ画像を全てダウンロードし，
サンプルデータとしている。その上で個別に
画像をソフトに取り込み，Image2assortで
配色を抽出している。連携する市町村の数が
多くなると，画像も増えるが，今回のプレリ
サーチの段階では，調整せず分析対象データ
としている。
写真 -6
写真 -7
A Report of Landscape color and Image in SAN-EN-NANSHIN
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21. まとめと今後の展開
　これまでの段階で実施した現状分析の結果
から，画像色彩分析とイメージ分析の関連性
は明確ではないが一応傾向が認められる。こ
こでの「地域らしさ」は，それぞれの地域を
代表する画像データに思いが込められている
とすれば，そのまま色彩分析に現れるのも当
然かもしれない。
　景観色として捉えるには，自然環境を中心
とした大面積（基調色）の変化をもう少し詳
しくデータを集めて分析する必要がある。今
後，いくつかの定点観測や移動観測で季節や
時間によって，どのように変化するかを調べ
ることも必要である。さらに強調色（アクセ
ントカラー）として，それぞれ固有の祭りや
行事，習わしや伝統，さらに季節毎に咲き誇
る花々など，非日常的な景観色の収集が是非
とも必要とおもわれる。しかし，このエリア
の広さと，それぞれの行事の規模と開催時間，
そこまでの交通手段の選択と，さらに写真取
材がどこまで可能なのか細かな検討が必要で
ある。
　イメージ調査は，あくまでもプレ調査の段
階としているために，披験者数も少なく属性
別の分析が行われていない。しかし，事前に
想定された県のイメージ，中心都市のイメー
ジ，地域のイメージはそれなりに違いが見ら
れる。今後は対象地域や披験者数を増やして
しっかりとした裏付けを取る事を実施したい。
　この研究自体は学内の特別研究としてス
タートしているが，特に三遠南信の地域連合
のプロジェクトは，すでに多くの方々が参加
し，研究もそれぞれの団体や教育機関で進ん
でいる。そのために今後の進め方についても，
各関係団体との協調体制が必要と思われる。
特に行政団体や地域連携センターなどとの情
報交換を行う事でより効果的な研究に繋がる
とおもわれる。
　当初の3カ年のフローチャートに示された
研究手順に従って，プロセスを計画通り進め
るよりも，もう少し柔軟で活用度の高い発想
で合理的な調査研究へ展開するべきとおもわ
れる。
　現状では静止画像から分析する範囲のソフ
トであるが，今後動画からの分析ソフトの開
発が可能であれば，1回の取材でかなり広範
囲のデータを集めるられるならば，スピード
アップも可能となる。
　今後は，イメージと配色データの関連性か
ら，地域らしさと相応しい景観色の提案まで
一気に進めるよりも，地域のコンセンサス作
りに貢献出来るような「アウトプット」に重
点を置きながら展開したい。
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